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〈概要〉

　特色ある学校を考えるとき、「始めに子ども
ありき」は必然である。平成 19 年度に本校に
赴任する際、多くの学校課題を引き継いだ。児
童の実態として、話を集中して聞く学習習慣が
できていないこと、授業中に発言することが少
なく、発表の声も小さい。大勢の前では物怖じ
してしまい学力も低いことである。強みとして、
歌うことを好んでいることであった。
　そこで、和文化教育を取り入れ、落ち着きの
ある学校文化の創造を目標にした。具体的には、
「礼に始まり礼に終わる」学びの構えを授業に
取り入れ、集中力を高めて学力を向上させるこ
と。得意な歌を一人一曲の持ち歌にして、童謡
を取り上げ、ソロで歌える力をつけ、自尊感情
を高めることにした。これらの取組みを４年間
継続したことで、一人一人に確かな力をつける
学校文化の一端をまとめた。

Ⅰ　はじめに

　学校は、社会に出ていくための準備をすると
ころであると考えている。学習指導要領で示
されている「生きる力」の育成そのものであ
る。現代社会は先行き不透明であり、いつ何が
起きても不思議ではない。この激変する社会へ
はばたいていく児童に必要な力をどのようにつ
けていけばよいのかという学校力が問われると

ころである。そこで、平成 19 年度からの４年間、
和文化教育を通して、童謡を歌ったり、集中し
て学ぶ態度を育てたりすることで、一人一人に
確かな力をつけることができる学校文化の創造
に取り組んだ。

Ⅱ　主題設定の理由

　和文化教育に取り組むきっかけは、平成 20
年度に、東広島市で開催された和文化教育全国
大会の実践協力校として、平成 19 年度から指
定を受けたことである。幸いにも歌うことが好
きな児童が多いという強みがあったため、衰退
傾向にある童謡を歌うことで和文化教育に取り
組むことにした。
　童謡は、児童にとって身近な生活文化の一つ
であり、自然の美しさ、四季の移り変わり、言
葉の面白さ、人の温もりなどを美しい歌詞とメ
ロディーで表現している。古きよき時代に作ら
れた童謡を、今を生きる者の責務として、継承
していく必要があると考えた。そこで、いつで
もどこでも物怖じすることなく、一人一曲の持
ち歌をソロで歌えるようにし、童謡のよさに気
づく児童を育てることにした。国際化に向けて
生きていく児童が、外国で日本の文化を披露す
る際、童謡が歌えることで、学んだことが役立
つことを実感するであろう。そのためにも、全
児童がソロで歌えるよう、学校全体で取り組ん
でいくことが、学校文化を創造することになる
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と考える。
　また、学校教育の場において、一人一人を大
切にするということは当然であり、学校教育の
使命である。しかし、自己表現一つを取り上げ
ても、どの教科や領域で本当に一人一人が自信
を持つまでの力をつけているだろうか。そこで、
和文化教育として、全児童に、持ち歌の童謡を
「声のアルバム」としてＣＤに収録できる確か
な力をつける。同時に「学びの構え」としての
学習規律の徹底をし、集中して学ぶ力をつけれ
ば学力向上を図ることができると考え、研究主
題を設定した。

Ⅲ　研究の基本的な考え方

１　和文化教育
⑴　なぜ和文化教育が必要なのか
　①　児童の実態から
　�　資料１は、平成 19 年度初旬の児童の実態
である。強みとして、明るく元気に歌うこと
が好きである。弱みとして、授業に集中でき
ず、学力が低い。発表時には物怖じし、表現
する力が弱いという課題がある。

　②　社会情勢から
　�　国際化の急速な発展に伴い生活様式が変化
した今、礼儀を身につけていない人々が増加
した。また、日本に古くから伝わっている行
事の衰退化もみられる。ことばの面でも慣用
句に対する調査で，正しい日本語が理解され
ていない面があることが挙げられている。科
学の発達とは逆に、日本古来のよさが失われ
つつある。今こそ和文化を見直し、よさを継

承していく必要があると考える。
　③　求められる「和」の心
　�　新学習指導要領では道徳教育を要とするこ
とが挙げられている。思いやりの心や協調性
がなくては、集団生活は成り立たないと考え
る。そのためにも、古きに学ぶ心を大切にし
たい。そして、地域、日本を愛する心、四季
を愛で愉しむ心、伝統文化を敬う心などの
「和」の心を求めていく必要があると考える。

⑵　和文化の教育力
　和文化教育のもたらすものは、文化の価値に
目覚めていくことができ、人間形成の核となる
活動である。また、文化は人々がつくり上げた
活動の総決算であり、社会の基盤となる。そし
て、文化は人の心と体に染み込んだ物であり、
人間形成の土台になると考える。

⑶　和文化教育の目標
　資料２は、和文化教育の目標である。和文化
教育を通して、礼儀正しく、何か一つの技を持
ち磨くことで物怖じしないで自信を持つ児童が
育つと考える。また、国際社会で生きるコミュ
ニケーション能力の基礎も培う。

⑷　和文化教育でつけたい力
　和文化教育では、次のような力をつける。

●資料２／和文化教育の目標

○�　礼儀正しい態度で、学ぶ構えづくりを
する。
○　技を持ち、文化を受け継ぐ力をつける。

●資料１／平成19年度初旬の児童の実態

◯　歌うことが好きな子ども
◯　明るく元気に廊下を走り回る子ども
◯　返事ができない子ども
◯　話を集中して聞くことができない子ども
◯�　一人で発表するとき、物怖じして声が小
さくなる子ども
◯　権利主張ばかりで、義務を知らない子ども
◯　学力の低い子ども
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２　確かな力
⑴　個人差からのスタート　
　学校教育は、集団で学ぶところに意義がある。
したがって、学級集団で個人差があることは当
然である。興味・関心の差、学習速度の差、問
題意識の差、習熟度の差など細部にわたって個
人差がある。童謡を歌う際には、一人一人の違
いを肯定的に受け止め、お互いに認め合い協力
しながら高まっていく学級文化の構築を行って
ていく。

⑵　協働学び
　学習活動には、個別学習、ペア学習、グルー
プ学習、集団思考などの学習形態がある。学校
教育のよさは、個別学習で留まるのでなく、友
達との関わりを生かした協働学びができること
である。他者を認め合う温かい学級集団の中で、
主体的に学習に参加し、意見交流をする活動を
通して、心が豊かになり、確かな力がつくもの
と考える。

⑶　学校文化
　学級集団として、児童と教師が共に考え、協
力しながら共に問題解決をしていく過程を学び
の基礎とする。これは、学級に留まらず学校全
体でベクトルを揃えて取り組んでいく過程も同
じである。目標に向けて共に高まっていこうと
する学びの連鎖で学校文化ができあがると考え
る。

Ⅳ　研究仮説・検証の視点と方法

１　研究仮説

２　検証の視点と方法

Ⅴ　研究の実践と分析、考察

１�　ソロで歌う童謡の取組みは、一人一人に物
怖じしないで自己表現できる確かな力をつけ
たか
⑴　選曲と歌の設計図づくり
　まず、全児童に童謡の曲を知らせる必要が
あった。そこで、楽譜やＣＤを収集し、給食時
間に流し、紹介した。

　和文化教育を推進していく過程において、
ソロで歌う童謡の取組みや学習規律の徹底
を学習活動に位置づけた実践をすれば、一
人一人の児童が物怖じしないで自己表現で
きる力や集中して学ぶ確かな力がつき、学
力が向上するであろう。

検証の視点 検証の方法

⑴�　ソロで歌う童謡の取
組みは、一人一人に物
怖じしないで自己表現
できる確かな力をつけ
たか。

行動観察、アンケー
トの分析、感想文
ＣＤ作成

⑵�　学習規律の徹底で、
集中してねばり強く学
習する力がつき、学力
が向上したか。

行動観察、学力テ
ストの分析

○�　ねばり強く、意欲の持続ができる力を
つける。
○�　継続し取り組むことができる力をつけ
る。
○�　物怖じしないで、自己表現できる力を
つける。
○�　考え工夫し、学びの自律ができるよう
にする。
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　童謡の選曲は、家族からのリクエストを優先
し、決めかねている児童は、教師と相談して決
定する。学校側の配慮は、難易度の調整、重な
らないよう、一人一曲になるようアドバイスと
調整を行った。
　選曲した童謡を感情移入して歌うために、資
料３の「お気に入りの歌の設計図」の作成から
取り組んだ。
　歌詞の意味調べ、曲の紹介、選曲した理由、
歌い方の工夫などを書き、イメージを助ける絵
を描かせた。この調べ学習は、歌うことが苦手
な児童も意欲的に取り組んだ。

⑵　色紙づくり
　色紙作りは初めに筆や筆ペンで、歌詞を書く
ことから行う。その後、地域のゲストティー
チャーの協力を得て、絵を描いていく。完成し
た一枚の色紙には、児童一人一人の思いや意図
が入っている。童謡を歌うことは、単に歌を歌
うということではない。日本のことばや自然、
生活文化などのよさを知り、今後に引き継いで
いきたいという、ふるさとを愛しふるさとを忘

れない心を育てる学習活動である。

⑶　一人歌いの取組み

　一人一人の児童に歌う力を確実につけていく
には、練習回数が必要である。そこで、授業の
最初の号令がわりに、日直児童の持ち歌を全員
で歌うことから始めた。教師は、拍を振る程度
の指揮をし、全児童の視線を集め、集中して歌
う学級文化を創っていく。慣れていくにしたが
い、２フレーズ程度をソロで歌い、残りのフレー
ズを全員で歌うようにする。この段階で、どの
児童もソロで歌えるようになっているが、歌う
ことが苦手な児童へは無理強いをしない。歌え
るようになるまでは、前に出るだけで、最初か
ら全員で歌う。音楽は、全員で歌いながら個の

歌で始まる授業

●資料３／お気に入りの歌の設計図

ゲストティーチャーの協力色紙づくり

できあがった色紙

楽譜とＣＤの収集
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力をつけていくことができる教科である。個人
差からのスタートという考え方で、個に応じて
歌う力をつけ、温かく支え合う学級集団づくり
も培っていく。この活動で、個が生き、全体が
生きる学校文化の醍醐味が体感できる。

⑷　ソロで歌える自慢の一曲
　「歌で広がる心の絆」というタイトルのもと、
できあがった色紙は、曲名の五十音順に職員室
前の廊下に掲示した。「リクエストをどうぞ」
の呼びかけで、来校者にリクエストをしてもら
う。対象の児童は学年と名前、曲名を告げ、ア
カペラで堂々と歌うことができる。歌い終わっ
た児童は、「どきどきしたけど、歌っていると、
気持ちがよかった。ほめられるとまた歌いたく
なる。」などの感想をいう。また、リクエスト
をされた方は、驚きの感動を児童に伝えるとと
もに、満面の笑みを見せてくださる。

　平成 21 年７月、「ひろしま童謡音楽祭」に招
かれ、アステールプラザの小ホールで発表を
行った。入学して間もない１年生も肉声で堂々
と歌うことができた。観客席からは、一緒に歌
う方もあり、大盛況であった。発表後の１年生
児童は、「大勢のお客さんの前で少し緊張した
けど、歌っていくうちに嬉しくなった。」とい
う感想を述べた。２年生児童も、「緊張しても
歌うことができ、自信がついた。」と述べていた。
後日、学校へ賞賛の電話や便りがあり、自己表
現できる確かな力がついたことを実感した。資
料４・５は、児童の作文と来校者の手紙である。

　６年生児童は、歌うことを通して自信をつけ、
表現力が高まり、他の授業でも積極的に発言で
きるようになったと述べている。来校者の手紙
からは、堂々と自信を持って歌う姿に涙がでる
ほど感動したと書かれてあり、歌う力がついた
と考える。

⑸　児童のアンケート調査結果
　資料６は、童謡を歌う取組みについての児童
のアンケート調査の結果である。この結果から、
自信をつけ、レパートリーが増え、色紙を書く

リクエストをどうぞ！

ひろしま童謡音楽祭に出場

●資料４／６年生児童の作文

●資料５／来校者の手紙
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活動を通して歌への関心が高まり、積極的に関
わろうとする態度がうかがえる。

⑹　「声のアルバム」ＣＤ作り
　童謡を歌う取組みを始めた年から、年度末に
全児童の歌を収録したＣＤを作成してきた。「声
のアルバム」として、全児童に配布する。また、

年度途中には、ダイジェスト版を作り、来訪者
へ渡す。車社会になり、移動の際に聴いていた
だき、家族にも地域にも好評である。むろん、
歌っている児童自身も満足している。
　以上の結果から、ソロで歌う童謡の取組みは、
一人一人に物怖じしないで自己表現できる確か
な力がついたといえる。

２�　学習規律の徹底で、集中してねばり強く学
習する力がつき、学力が向上したか
⑴　学習規律と「学びの技」カード
　物事を徹底して行う際に必要なことは、学校
全体でベクトルを揃えることである。
　そこで、資料７のようにベクトルを揃えるた
めの学習規律を設けた。授業の始めに学びの構
えとして、丁寧な礼（５拍を数えるくらい）を
する。また、聴く態度として、相手を意識し、
体を向け、目を見て、うなずきや返事をする。
背筋を伸ばして学習できるよう、椅子の中心か
ら前に座らせることにした。
　しかし、学習規律は、教師の側からのみ徹底

みんなの歌声アルバムはＣＤで

○�　和文化は「学びの構え」から
　・�礼に始まり　礼に終わる
　・�丁寧な礼（５まで数えるくらいに）

○　学習規律の徹底
　・�聴く態度（相手を意識し、体を向け、目
を見て、うなずきや返事をする）

　・�背筋を伸ばして座る（立腰、椅子の中心
にテープをはる）

●資料７／ベクトルを揃える学習規律

●資料８／「学びの技」カード

成果 選択した児童の主な理由

自
信
が
つ
い
た
（
26
％
）

・�美しい声が出せるよう努力したから。
・�歌が上手と先生方や友達にほめられて嬉
しかった。
・�自分一人で歌うと気持ちがいいから。
・�堂々と歌えるようになったから。
・�一人でいろいろな場で歌ったから。
・�いろいろな人にアドバイスをもらって自
信がついた。

レ
パ
ー
ト
リ
ー
が

増
え
た�

（
26
％
）

・�いろいろな歌が歌えるようになった。
・�いろいろな人の歌を聴いて、いろいろな
歌が歌えるようになった。
・知らない歌が歌えるようになった。

色
紙
に
書
く
こ
と
が

好
き
に
な
っ
た
（
24
％
）

・�絵を描くのが楽しかった。
・�歌の内容を想像できるようになった。
・�歌について深く知ることができた。
・�色紙ができあがったとき、嬉しかった。
・�筆で書くのは、どきどきしたけど、うま
くできて嬉しかった。

歌
う
こ
と
が
好
き

に
な
っ
た（
21
％
）

・�歌を歌うのが楽しかった。
・�歌っていくことで、前より歌うことが好
きになった。
・�童謡を歌えるようになったから。

ア
ド
バ
イ
ス
が
で
き
る

よ
う
に
な
っ
た（
３
％
）

・�先生にほめられ、アドバイスができるよ
うになった。
・�ちがいがわかるようになってきた。
・�友達がアドバイスをしているのを見て、
できるようになった。

●資料６／児童アンケートの結果
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するのでなく、児童が主体的に行うことが大切
である。そこで、資料８の「学びの技」カード
を作成し、毎時間の振り返りをさせ、児童自ら
が気をつけるようにした。このカードは、目標
を立て、自己チェックをしながら実行、自己評
価をし、自己強化をするといった一連の振り返
りカードである。１時間の振り返りは、１から
５段階にし、集中の度合いを図で表し、評価し
やすいよう工夫した。資料９は、「学びの技」カー
ドを使って、高まったことがわかる児童の感想
である。
　児童は、授業の始めに深く長い礼をすること
で、遊びから学習への心の切り替えをしていっ
た。このことは、教師の指示がよく通るだけで
なく、児童の発言も真剣に聴く態度が育った。
また、挙手も真っ直ぐにできるようになり、積
極的に授業へ向かう態度がうかがえる。発言す
る側に対し、体を向け真剣に聴こうとする態度
や背筋を伸ばしよい姿勢で書く習慣もついた。

　新春の書初めは、全児童が寒い体育館で行っ
た。書初めをする際の説明も集中して聞く態度
がうかがえる。これらの結果から、どの学級の
児童も学習規律の徹底が図られたと考える。

○　返事ができるようになった。
○　�姿勢に気をつけることができるように
なった。

○　学習に集中できるようになった。
○　�振り返りをして、明日の目標を立てるこ
とができた。

○　�カードを楽しく使って学んでいくことが
できた。

○　�カードのおかげで自分がとてもよくなっ
たのがわかって嬉しかった。

○　�授業の時だけでなく、生活面でも使って
いきたい。

●資料９／「学びの技」カードを使った児童の評価

長い礼で心の切り替えを！

姿勢よく書く児童 寒い体育館での書初め大会

まっすぐに手を挙げる 「話す・聴く」を意識する
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⑵　全国学力・学習状況調査結果
　図１は、過去３年間の全国学力・学習状況調
査結果（平成 22 年度は抽出校外）である。こ
の結果からみると、平成 19 年度は国語Ａ問題、
国語Ｂ問題ともに全国平均をやや上回っている。
しかし、算数科はＡ問題、Ｂ問題ともに、全国
平均を下回っている。これは、４月に実施する
ため、国語を中心に研究推進してきた前年度の
学力の結果であると考える。そこで、平成 19
年度からは、研究教科を算数科と理科の２教科
にした。また、日頃の授業も活用力を考慮した
取組みをするとともに、全学年、学習規律の徹
底で、特に「聴く」を重視した。さらに、授業
の中に書く活動を位置づけ、ノート指導にも
取り組んだ。その結果、平成 20 年度は、どち
らの教科もＢ問題が全国平均を大きく上回った。
平成 20 年度からは、聞き取る力も書く活動も、
児童が集中して取り組むようになり、授業中に
学習規律の面で教師が注意することがほとんど
なくなった。
　また、平成 19 年度のテスト実施の際は、最
後までねばり強く考えることはなく、無回答
のまま提出した児童が多かった。しかし、平

成 20 年度からは、学習規律の徹底で集中して
授業に取り組むようになったため、最後までね
ばり強く考え、無回答で提出する児童はいなく
なった。

⑶　広島県「基礎・基本」定着状況調査結果
　図２は、広島県が独自に行っている小学校５
年生を対象にした「基礎・基本」定着状況調査
の結果である。毎年６月に実施し、４年生で学
習した内容が問われる調査である。国語科と算
数科の２教科で実施する。平成 19 年度は、国
語科、算数科ともに県平均を下回っていた。授
業改善に取り組んできた結果、年を経るごとに
県平均を上回ってきたことがわかる。特に、平
成 22 年度は、国語科 90.1、算数科 92.6 と高い
通過率になった。学習規律の徹底により、授業
中に教師は態度面で注意をすることなく学習内
容を進めることができるようになった。また、
集中して話を聴く力がついたため、一問一答の
授業から、一問多答の授業になり、協働学びが
定着してきた。
　全国学力・学習状況調査と広島県「基礎・基本」
定着状況調査の結果から学力が向上したと考え

全国学力・学習状況調査結果
〈国語A〉

平成19年度

全国 本校

平成20年度 平成21年度

全国学力・学習状況調査結果
〈国語Ｂ〉

平成19年度

全国 本校

平成20年度 平成21年度

平成19年度

全国 本校

平成20年度 平成21年度

全国学力・学習状況調査結果
〈算数Ａ〉

平成19年度

全国 本校

平成20年度 平成21年度

全国学力・学習状況調査結果
〈算数Ｂ〉

●図１／過去３年間の全国学力・学習状況調査結果
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●　優秀賞

る。教師と児童が共に学習規律を徹底し、集中
してねばり強く学習していくことは、学力を高
める上で効果があることがわかった。

　以上の結果から、ソロで歌う童謡の取組みや
学ぶ学習規律の徹底は、一人一人の児童が物怖
じしないで自己表現できる力や集中して学ぶ確
かな力がつき、学力向上を図る上で有効である
といえる。

Ⅵ　おわりに

　和文化教育を取り入れ、日本の文化のよさに
触れさせた童謡は、家庭や地域との絆を深める
ことになった。また、学習規律の徹底で、授業
中だけでなく、平素の生活でもあいさつや返事
ができるようになった。状況に応じて敬語で話
すこともできるようになり、学力も向上した。
和文化教育に取り組んでからは、学校全体が落
ち着いており、学校事故がほとんど発生しなく
なった。「毎日が研究会」を売りに、児童も教
師も生き生きと学びを続ける学校文化ができつ
つある。今後も児童の自尊感情を高め、和文化
教育を継続し、伝統文化のよさがわかる学校文
化の創造に努めていきたい。

基礎・基本定着状況調査〈国語〉

平成19年度

広島県 本校

平成20年度 平成22年度平成21年度

●図２／「基礎・基本」定着状況調査結果

平成19年度 平成20年度 平成22年度平成21年度

基礎・基本定着状況調査〈算数〉

広島県 本校
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平成 20年１月 25日（金）プレスネットに掲載

平成 20年２月 21日（木）広島テレビ「ハ～イ　東広島です」の取材
平成 20年３月２日（日）7:45 ～放映


